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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 13日 (2007.7.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 無 接 触 操 作 検 出 手 段 の 選 択 、 或 い は 上 記 直 接 操 作 検 出 手 段 の 選 択 を 行 う 検 出 先 選 択
手 段 を 加 え 、
　 上 記 遊 技 進 行 信 号 出 力 手 段 を 、 上 記 検 出 先 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た 上 記 無 接 触 操 作
検 出 手 段 、 或 い は 上 記 直 接 操 作 検 出 手 段 が 遊 技 に 関 わ る 操 作 を 検 出 し た 場 合 に 、 該
遊 技 に 関 わ る 操 作 に 対 応 す る 遊 技 進 行 処 理 手 段 に 遊 技 の 進 行 に 関 わ る 信 号 を 出 力 す
る と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 無 接 触 操 作 検 出 手 段 は 、 無 接 触 検 出 部 を 備 え 、
　 上 記 直 接 操 作 検 出 手 段 は 、 操 作 に よ っ て 接 触 さ れ る 接 触 片 、 又 は 操 作 に よ っ て 移 動 さ れ
る 被 操 作 部 材 を 備 え 、
　 上 記 無 接 触 検 出 部 と 、 上 記 接 触 片 、 又 は 上 記 被 操 作 部 材 と は 、 上 下 位 置 に 配 設 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 の 遊 技 機 は 、 上 記 無 接 触 操 作 検 出 手 段 の 選 択 、 或 い は 上 記 直 接 操 作 検 出
手 段 の 選 択 を 行 う 検 出 先 選 択 手 段 を 加 え 、 上 記 遊 技 進 行 信 号 出 力 手 段 を 、 上 記 検 出 先 選 択
手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た 上 記 無 接 触 操 作 検 出 手 段 、 或 い は 上 記 直 接 操 作 検 出 手 段 が 遊 技

に 関 わ る 操 作 を 検 出 し た 場 合 に 、 該 遊 技 に 関 わ る 操 作 に 対 応 す る 遊 技 進 行 処 理
手 段 に 遊 技 の 進 行 に 関 わ る 信 号 を 出 力 す る と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技
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機 を 要 旨 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 請 求 項 １ の 作 用 に 加 え 、 検 出 先 選 択 手 段 が 無 接 触 操 作 検 出 手 段 の 選 択 、 或
い は 直 接 操 作 検 出 手 段 の 選 択 を 行 い 、 遊 技 進 行 信 号 出 力 手 段 が そ の 検 出 先 選 択 手 段 に よ っ
て 選 択 さ れ た 無 接 触 操 作 検 出 手 段 、 或 い は 直 接 操 作 検 出 手 段 が 遊 技 に 関 わ る 操 作 を
検 出 し た 場 合 に 、 そ の 遊 技 に 関 わ る 操 作 に 対 応 す る 遊 技 進 行 処 理 手 段 に 遊 技 の 進 行
に 関 わ る 信 号 を 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 検 出 先 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た 無 接 触 操 作 検 出 手 段 、 或 い は 直 接 操 作 検 出
手 段 だ け が 遊 技 に 関 わ る 操 作 の 検 出 を 行 う こ と に な り 、 検 出 先 選 択 手 段 に よ っ て 選
択 さ れ な か っ た 無 接 触 操 作 検 出 手 段 、 或 い は 直 接 操 作 検 出 手 段 が 遊 技 に 関 わ る 操 作
の 検 出 を 行 う こ と が 無 く な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 の 遊 技 機 は 、 上 記 無 接 触 操 作 検 出 手 段 は 、 無 接 触 検 出 部
を 備 え 、 上 記 直 接 操 作 検 出 手 段 は 、 操 作 に よ っ て 接 触 さ れ る 接 触 片 、 又 は 操 作 に よ っ て 移
動 さ れ る 被 操 作 部 材 を 備 え 、 上 記 無 接 触 検 出 部 と 、 上 記 接 触 片 、 又 は 上 記 被 操 作 部 材 と は
、 上 下 位 置 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 を
要 旨 と す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 の 遊 技 機 は 、 請 求 項 １ の 効 果 に 加 え 、 検 出 先 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ
た 無 接 触 操 作 検 出 手 段 、 或 い は 直 接 操 作 検 出 手 段 だ け が 遊 技 に 関 わ る 操 作 の 検 出 を
行 う こ と に な り 、 検 出 先 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ な か っ た 無 接 触 操 作 検 出 手 段 、 或 い は
直 接 操 作 検 出 手 段 が 遊 技 の 進 行 に 関 わ る 操 作 の 検 出 を 行 う こ と が 無 く な る こ と か ら 、 例 え
ば 、 無 接 触 操 作 検 出 手 段 が 操 作 を 検 出 し な い 選 択 を し て お く と 、 無 接 触 操 作 検 出 手 段 が 、
遊 技 者 の 指 の 動 き に 反 応 し て 、 操 作 を 検 出 す る こ と を 防 止 す る こ と が 出 来 、 例 え ば 、 無 接
触 操 作 検 出 手 段 が 意 図 し な い と き に 、 操 作 を 検 出 し た こ と に よ っ て 、 意 図 し な い 不 利 益 を
被 る と 言 っ た こ と を 防 止 す る な ど の 使 用 法 が 出 来 、 遊 技 者 の 選 択 範 囲 が 増 え る と 共 に 、 利
便 性 が 向 上 さ れ る と い う 極 め て 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ８ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ８ ４ 】
　 又 、 検 出 先 選 択 ス イ ッ チ ４ ５ に よ っ て 選 択 さ れ た 無 接 触 操 作 装 置 ３ 、 １ ０ ３ 、 ３ ０ ３ 、
４ ０ ３ 、 ５ ０ ３ 、 或 い は 投 入 ボ タ ン ２ １ 、 ベ ル ト 回 転 始 動 装 置 ２ ３ 、 停 止 ボ タ ン ２ ５ だ け
が 遊 技 に 関 わ る 操 作 の 検 出 を 行 う こ と に な り 、 検 出 先 選 択 ス イ ッ チ ４ ５ に よ っ て 選
択 さ れ な か っ た 無 接 触 操 作 装 置 ３ 、 １ ０ ３ 、 ３ ０ ３ 、 ４ ０ ３ 、 ５ ０ ３ 、 或 い は 投 入 ボ タ ン
２ １ 、 ベ ル ト 回 転 始 動 装 置 ２ ３ 、 停 止 ボ タ ン ２ ５ に 関 わ る 操 作 の 検 出 を 行 う こ と が 無 く な
る こ と か ら 、 無 接 触 操 作 装 置 ３ 、 １ ０ ３ 、 ３ ０ ３ 、 ４ ０ ３ 、 ５ ０ ３ が 誤 っ て 、 遊 技 者 の 指
の 動 き に 反 応 し て 、 操 作 を 検 出 し て 、 遊 技 者 が 意 図 し な い 不 利 益 を 被 る と 言 っ た 可 能 性 を
未 然 に 防 止 す る 選 択 が 可 能 に な る と 言 っ た 使 用 法 が 出 来 、 遊 技 者 の 選 択 範 囲 が 増 え る と 共
に 、 利 便 性 が 向 上 さ れ る と い う 極 め て 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
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